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「
あ
ま
だ
れ
石
を
う
が
つ
」
と
諺
こ
と
わ
ざに
あ
る

よ
う
に
、
微
力
な
も
の
も
積
も
り
重
ね
れ

ば
大
き
な
力
に
な
る
も
の
で
す
。

「
成
仏
は
持た
も

つ
に
あ
り
」
で
、
持た
も

つ
と
は

持
続
す
る
こ
と
、
続
け
な
け
れ
ば
所し
ょ
が
ん願
は

成
就
し
ま
せ
ん
。
世
間
の
こ
と
も
同
様
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
持
続
さ
せ
る
為
の

工
夫
が
大
切
で
す
。

　

孟も
う

子し

の
言
葉
に
、「
天て
ん

に
従し
た
が
う
も
の
は

存ぞ
ん

し
、
天て
ん

に
逆さ
か

ら
う
も
の
は
亡ほ
ろ

ぶ
」
と
あ

続
け
る
工
夫

水
谷
随
歓
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り
ま
す
。
天て
ん
ど
う道
を
無
視
し
、
そ
れ
に
逆
行

す
る
も
の
は
結
局
亡ほ
ろ

び
さ
る
と
い
う
事

で
す
。
で
す
か
ら
、
永
続
さ
せ
よ
う
と
思

え
ば
、
天
道
を
無
視
し
た
よ
う
な
行
為
は

慎
ん
で
生
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

御
教
歌
に
「
は
な
つ
矢
の
弓い

い
る
程
は

の
ぼ
れ
ど
も　

の
ぼ
り
果
て
ね
ば
お
つ

と
い
ふ
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
弓
を
満
月

の
様
に
引
き
し
ぼ
っ
て
力
一
杯
放
っ
た

矢
も
、
そ
の
力
相
応
の
高
さ
に
行
き
つ
い

て
限
界
に
達
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
真
っ
逆

さ
ま
に
落
ち
て
き
ま
す
。
次
か
ら
次
へ
と

続
け
て
力
を
加
え
る
事
が
出
来
な
け
れ

ば
、
あ
る
点
ま
で
は
昇
っ
て
も
そ
こ
が
終

点
で
転
落
し
始
め
ま
す
。

　

兎
と
亀
の
競
走
の
話
に
あ
る
様
に
、
力
ち
か
ら

の
あ
る
も
の
は
、
一
気
に
突
進
す
る
か
わ

り
に
疲
れ
が
早
く
き
ま
す
。
戓
い
は
、
優

越
感
に
ひ
た
っ
て
気
が
ゆ
る
み
、
道
草
を

食
っ
て
目
的
を
忘
れ
時
間
を
無
駄
に
し

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
間
に

微
力
の
も
の
が
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
重

ね
追
い
越
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
手
腕
の
あ
る
な

し
、
力
の
強
弱
よ
り
も
、
む
し
ろ
持
久
力

の
有
無
が
大
切
で
、
成
功
す
る
た
め
の
鍵
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で
す
。

　

で
は
、
人
間
が
コ
ツ
コ
ツ
不ふ

眠み
ん

不ふ
き
ゅ
う休
で

い
つ
ま
で
物
事
を
続
け
ら
れ
る
か
。
当

然
、
限
り
な
く
は
出
来
ま
せ
ん
。
適
当
な

休
養
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
夜
の
睡
眠

が
明
日
の
活
力
と
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
休
ん
で
も
、
次
々
に
手
順
良
く
立
ち

上
る
工
夫
を
す
れ
ば
、
持
久
戦
を
う
ま
く

戦
い
ぬ
け
る
で
し
ょ
う
。

　

新
教
化
の
育
成
も
、
御
本
尊
の
奉ほ
う
あ
ん安
で

終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
信
心
を
摑つ
か

ん

で
も
ら
う
べ
く
、
次
か
ら
次
へ
と
親
切
心

を
振
い
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。
育
成
の
手
を

積
極
的
に
打
ち
続
け
る
こ
と
が
肝
心
で

す
。
中
途
半
端
で
手
を
抜
く
と
、
折
角
の

教き
ょ
う
け化
子っ
こ

も
育
成
不
成
就
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
る
為
に
は
、
上
手
に

休
ん
で
次
に
つ
な
げ
て
い
く
の
が
大
事

で
す
。
休
み
方
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
持
久
力
の
あ
る
ご
奉
公
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
ょ
う
。

　

当
宗
の
信
心
は
、
朝
は
題
目
で
始
ま
り

夜
も
題
目
で
締
め
て
休
み
ま
す
。
そ
の
繰

り
返
し
が
修
行
で
す
。
そ
こ
に
大
事
な
教

訓
が
あ
る
の
で
す
。
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今
月
は
、
高
祖
日
蓮
大
士
御
尊
像

の
お
綿
か
け
の
季
節
で
す
。
年
末
ま

で
に
、
教
区
内
全
信
徒
宅
の
ご
本
尊

お
塵
払
い
も
す
す
め
ま
し
ょ
う
。
各

家
庭
の
伝
統
行
事
の
一
つ
と
し
て
定

着
す
る
よ
う
、
根
気
よ
く
御
祈
願
を

か
け
家
族
の
協
力
を
得
る
努
力
を
続

け
ま
し
ょ
う
。

　

信
行
相
続
の
為
の
大
事
な
ご
奉
公

と
心
得
て
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
随
喜
轉
教
に
つ
い
て

　

開
講
本
旨
再
興
を
願
う
妙
應
寺
は

「
ど
ん
な
問
題
も
御
宝
前
に
ご
祈
願

を
か
け
て
乗
り
超
え
る
信
心
を
身
に

付
け
る
こ
と
」
を
勧
め
て
い
ま
す
。

皆
で
他ひ

と人
の
幸
福
を
願
う
祈
願
と
口

唱
に
は
げ
み
活
気
あ
ふ
れ
る
ご
奉
公

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

・「
開
講
本
旨
再
興
」
祈
願
朝
参
詣

　

週
間　

１
日（
水
）か
ら
７
日（
火
）

・「
開
講
本
旨
再
興
」
祈
願
口
唱
会

　
　
　
　

26
日 (

日) 

午
前
９
時
半

◆
来
年
度
へ
の
引
き
継
ぎ
に
つ
い
て

　

11
月
、
12
月
中
に
、

　
　

① 
乙
祥
月
御
講
報
告
書
12
ヶ

　
　
　

  
月
分

　
　

② 
来
年
度
の
年
間
御
講
席
主

　
　
　

  

予
定
表

　
　

③ 

「
応
援
祈
願
」
経
過
報
告

を
引
継
ぎ
書
類
と
し
て
今
年
の
受
持

ち
お
講
師
に
提
出
願
い
ま
す
。

１
日
～
７
日　

開
講
本
旨
再
興
祈
願

　
　
　
　

朝
参
詣
週
間

１
日

（火）　
開
講
本
旨
再
興
祈
願
総
講

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
半

４
日

（土）　

運
営
会
議　
午
前
９
時
半

７
日

( 火）　
信
徒
講
習
会   

午
前
９
時
半

11
日

（土）　

連
合
幹
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
半

　

〃　
　

後
続
者
育
成
連
絡
会

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
半

12
日

（日）　

団
参 

・
三
島
聞
泉
寺

　
　
　
　

高
祖
会　

担
当
第
三
地
区

13
日

（月）　
高
祖
大
士
御
命
日
総
講

午
前
10
時
半

11
月
の
寺
内
行
事
予
定
表

11
月
の
ご
奉
公
の
す
す
め
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二
、
信
徒
講
習
会

　

本
年
度
第
二
回
信
徒
講
習
会
が
左

記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
テ
ー

マ
は
「
口
唱
の
し
か
た
」
と
「
百
日

参
詣
体
操
」
で
す
。
よ
り
良
い
お
看

経
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
積
極
的

に
参
加
し
て
下
さ
い
。

11
月
７
日(

火)

午
前
９
時
半

11
月
18
日(

土)

午
前
９
時
半　

　

  　
11
月
26
日(

日)

午
前
11
時　

三
、七
五
三
無
事
養
育
成
長

　   

御
礼
言
上

　

11
月
19
日
（
日
）
午
前
11
時
よ
り

本
堂
に
て
七
五
三
無
事
養
育
成
長
の

お
礼
言
上
式
が
奉
修
さ
れ
ま
す
。
子

供
達
の
成
長
に
感
謝
し
皆
で
お
礼
の

お
看
経
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

四
、 

三
島
聞
泉
寺
団
参

　

11
月
12
日
（
日
）
は
三
島
聞
泉
寺

の
団
参
で
す
。
当
番
参
詣
は
第
三
地

区
で
す
。
大
勢
で
お
参
詣
さ
せ
て
頂

き
ま
し
ょ
う
。
他
地
区
の
方
々
も
応

援
参
詣
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

五
、
御
本
尊
拝
受
御
礼
御
講

　

11
月
、
12
月
の
甲
御
講
で
自
動
車

御
本
尊
・
懐
中
御
本
尊
・
ロ
ケ
ッ
ト

御
本
尊
等
拝
受
者
の
御
礼
御
講
を
併

修
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に

必
ず
諸
御
本
尊
の
お
塵
払
い
を
さ
せ

て
頂
き
、
ご
不
敬
が
そ
の
ま
ま
に
な

ら
な
い
よ
う
気
を
配
っ
て
下
さ
い
。

尚
、
使
用
さ
れ
な
い
御
本
尊
は
お
寺

に
返
納
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

17
日

（金）　
開
導
聖
人
御
命
日
総
講

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
半

18
日

( 土）　
信
徒
講
習
会 

午
前
９
時
半

19
日

( 日）　

七
五
三
無
事
養
育
成
長
御

　
　
　
　

 

礼
言
上
式　
　

 

午
前
11
時

25
日
（土）
　
門
祖
聖
人
御
命
日
総
講

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
半

　

〃　
　

正
副
教
区
長
会午

後
０
時
半

　
　
　
　
　

一
地
区
：
１
階
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

二
地
区
：
和
室

　
　
　
　
　

三
地
区
：
２
階
ホ
ー
ル

26
日

( 日）　

開
講
本
旨
再
興
祈
願
口
唱

　
　
　
　

 

会　
　
　
　

  

午
前
９
時
半

　

〃　
　

若
い
人
の
口
唱
会

午
前
10
時
半

　

〃　
　
信
徒
講
習
会   

午
前
11
時
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成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ 

　

成
人
対
象
の
方
に
出
席
（
ス
ー
ツ

等
平
服
で
）
な
ら
び
に
御
礼
言
上
、

ご
祈
願
を
お
奨
め
下
さ
い
。

■
年
末
・
年
始
諸
行
事

・
12
月
31
日
（
日
）
午
後
４
時

　

年
末
御
礼
御
看
経　

（
終
了
後
年
始
諸
行
事
準
備
）

・
平
成
30
年
１
月
１
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

元
旦
会　

６
時
半
～
８
時

六
角
堂
初
御
看
経 　

10
時

（
バ
ス
２
台 
出
発
８
時
半  

帰
着
12
時
半
）

 

・
１
月
３
日
（
水
） 

10
時
半

　

初
総
講 
、
担
当
教
務
紹
介 

、

           

祝
杯
式
、
新
年
ご
挨
拶

      　
″　
　
　

  　

12
時
半
～

　

教
講
初
顔
合
わ
せ

■
蓮
華
会
・
く
ん
げ
会
合
同
御
講

12
月
３
日
（
日
）
10
時 

～ 

13
時 

《
本
堂
》
御
看
経
・
御
法
門10

時
30
分
～

《
２
階
ホ
ー
ル
》
お
話 

 「
御
宝
前
の
お
道
具
・
お
数
珠
」

ご
供
養
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

参
加
費　

２
０
０
円
（
３
歳
以
上
）

■
お
寺
で 

成
人
式

平
成
30
年
１
月
21
日
（
日
）
11
時
～ 

《
本
堂
》

　

式
典

《
２
階
和
室
》

　

祝
賀
会 

成
人
対
象
者

平
成
９
年
４

月
２
日
～
平
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御
戒
壇
を
飾
る
四
本
の
寄
木
。
こ
れ

に
は
漆
に
よ
る
化
粧
塗
が
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
更
に
上
塗
り
と
補
修
塗
装
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
装
い
も
新
た
に
、
美

し
く
、
光
り
輝
く
上
塗
り
が
完
成
し
ま

し
た
。
こ
れ
で
一
層
お
看
経
に
力
が
入

る
と
い
う
も
の
。

　

和
の
伝
統
的
色
彩
に
、
モ
ダ
ン
な
形

状
が
ひ
と
き
わ
映
え
、
お
祖
師
様
の
お

顔
が
嬉
し
そ
う
で
す
。

 
御
戒
壇
の
漆
化
粧
塗
が
完
成
し
ま
し
た

 
お
寺
で
甲
の
御
講

　

最
近
、
お
寺
で
の
甲
の
御
講
の
奉

修
が
増
え
て
い
ま
す
。
下
の
写
真
は

連
合
の
お
参
詣
者
十
六
人
に
、
長
野

な
ど
他
教
区
か
ら
の
お
参
詣
が
十

名
。
活
気
あ
る
お
講
席
で
し
た
。

渋谷・港連合 甲御講 席主大吉一秀さん
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秋
季
彼
岸
総
回
向
～
こ
の
機
に
改
葬
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う

　

９
月
23
日
（
土
祝
）
10
時
か
ら
本

堂
で
、
今
年
も
先
祖
な
ら
び
に
御
縁

の
方
々
を
思
い
、
大
勢
の
方
が
御
参

詣
さ
れ
ま
し
た
。
霊
堂
に
は
沢
山
の

お
塔
婆
が
奉
呈
さ
れ
、
御
看
経
の
後

に
御
導
師
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
六
角
堂
に
移
動
し
て
御

看
経
。
続
い
て
、
山
本
事
務
局
長
よ

り
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

 

「
こ
の
時
期
六
角
堂
に
お
参
詣
さ
せ

て
頂
き
ま
す
と
、
曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華
の
花
が

咲
き
乱
れ
、
金き
ん
も
く
せ
い

木
犀
の
香
り
が
す
る

１
日
～
７
日　

開
講
本
旨
再
興
祈
願

　
　
　
　

朝
参
詣
週
間

１
日

（金）　
開
講
本
旨
再
興
祈
願
総
講　

を
午
前
10
時
半
よ
り
奉
修

２
日

（土）　

運
営
会
議
を
午
前
９
時
半

　
　
　
　

よ
り
開
催

　

〃　
　

秋
季
彼
岸
総
回
向
ご
回
向

　
　
　
　

お
塔
婆
申
込
締
切

３
日

（日）　

竜
の
口
御
法
難
記
念
五
時

　
　
　
　

間
口
唱
会
を
午
前
９
時
半

　
　
　
　

よ
り
奉
修

９
日

（土）　

連
合
幹
事
会
を
午
前
９
時

　
　
　
　

半
よ
り
開
催

　

〃　
　

後
続
者
育
成
連
絡
会
を
午

　
　
　
　

前
10
時
半
よ
り
開
催

平
成
29
年
９
月
の
寺
内
行
事
報
告

誠
に
素
晴
ら
し
い
環
境
を
整
備
し
て

頂
き
、
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

先
日
乗
泉
寺
に
、
改
葬
の
手
続
き

の
ご
奉
公
で
伺
い
ま
し
た
。
佛
立

本
旨
講
妙
應
寺
に
関
心
が
あ
る
話
題

を
、
乗
泉
寺
の
教
務
さ
ん
が
話
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
に
八
王
子
と
世
田
谷
別
院
に
お

墓
の
あ
る
方
は
、
跡
に
残
っ
た
お
子

さ
ん
、
お
孫
さ
ん
が
、『
お
墓
を
守
っ

て
い
れ
ば
、
信
心
を
相
続
し
て
い
る
』

と
思
っ
て
し
ま
え
ば
、
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
機
会
に
『
六
角

堂
へ
の
改
葬
』
将
引
の
ご
奉
公
を
是

非
お
願
い
し
ま
す
。
お
手
伝
い
は
、

事
務
局
ま
で
申
し
出
て
頂
け
れ
ば
、

ご
奉
公
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」
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９
月
20
日
、
本
堂
で
男
子
信
徒
助

行
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西
部
連
合

５
名
、
杉
並
連
合
３
名
、
品
川
連
合

２
名
、
豊
島
・
都
・
千
葉
連
合
各
１
名
、

さ
ら
に
地
方
か
ら
小
田
原
・
栃
木
・

水
戸
各

教
区
か

ら
そ
れ

ぞ
れ
１

名
の
総

勢
16
名

の
参
加

者
が
あ

り
ま
し

た
。

　

佐
藤

応
昇
師
に
御
導
師
を
勤
め
て
頂
き
、

法ほ
う
こ鼓
を
参
加
者
が
交
代
で
ご
奉
公
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

御
看
経
後
、
入
間
教
区
塚
田
広
道

さ
ん
に
甲
御
講
で
発
表
し
た
喜
び
の

報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
変
え
食
事
・
懇

談
会
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

の
自
己
紹
介
を
含
め
、
多
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
ま
た
男

子
信
徒
助
行
を
行
い
ま
し
ょ
う
と
な

り
、
12
月
20
日
㊌
11
時
よ
り
お
寺
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
将
引
を
重
ね
、
男
子

信
徒
の
仲
間
が
増
加
す
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

 
男
子
信
徒
お
助
行
～
妙
應
寺
を
支
え
る
底
力

13
日

（水）　
高
祖
大
士
御
命
日
総
講
を

　
　
　
　
午
前
10
時
半
よ
り
奉
修

17
日

（日）　
開
導
聖
人
御
命
日
総
講
を

　
　
　
　
午
前
10
時
半
よ
り
奉
修

20
日
～
26
日　

秋
季
彼
岸
朝
参
詣
週

              

間

23
日

( 土・祝）　

秋
季
総
回
向
法
要
奉
修

本
堂 

午
前
10
時

六
角
堂 

午
後
０
時
半

24
日

（日）　

高
祖
会
奉
修
費
、
御
供
米

　
　
　
　

料
奉
納
、
参
詣
人
数
申
込

　
　
　
　

締
切

25
日
（金）
　
門
祖
聖
人
御
命
日
総
講
を

　
　
　
　
午
前
10
時
半
よ
り
奉
修

　

〃　
　

正
副
教
区
長
会
を
午
後
０

　
　
　
　

時
半
よ
り
開
催
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自
然
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
第
二
地
区
錬
成
会

い
て
講
演
を
、
か
な
が
わ
東
教
区
・

長
濱
陽
介
氏
よ
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。
若
い
こ
ろ
は
荏
原
教
区
で
ご
両

親
と
共
に
ご
信
心
さ
れ
て
い
て
、
大

学
卒
業
後
は
群
馬
県
水
上
で
自
然
の

中
で
動
植
物
を
愛
し
、
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
、
大
切
さ
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
、
ネ
イ
チ
ャ
ー

ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
は
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
楽
し

く
分
り
易
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

木
に
付
い
た
熊
の
つ
め
あ
と
、
キ

ツ
ツ
キ
の
穴
、
地
面
の
カ
モ
シ
カ
の

足
跡
な
ど
を
紹
介
し
、
実
際
の
木
の

実
や
松
ボ
ッ
ク
リ
を
皆
さ
ん
に
実
際

に
手
に
取
っ
て
見
て
も
ら
い
、
何
の

動
物
が
食
べ
た
跡
な
の
か
等
に
つ
い

て
、
楽
し
い
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
リ
ン
ゴ
農
家
が
大
量
に
リ

ン
ゴ
を
捨
て
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ

が
動
物
に
エ
サ
を
与
え
た
こ
と
に
な

る
た
め
人
家
近
く
に
熊
、
イ
ノ
シ
シ

等
が
来
て
、
危
害
の
危
険
が
あ
る
た

め
処
分
方
法
を
変
え
て
も
ら
っ
た
そ

う
で
す
。
人
間
と
動
物
の
共
存
を
考

え
る
印
象
的
な
話
で
し
た
。

　

都
会
に
住
ん
で
い
る
と
、
こ
の
よ

う
な
事
は
わ
か
ら
な
い
話
で
あ
り
、

自
然
の
大
切
さ
を
考
え
、
大
変
す
が

す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
、
楽
し
い

一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

本
堂
に
て
10
時
よ
り
御
看
経
、
糠

谷
信
章
師
か
ら
御
看
経
の
仕
方
に
つ

い
て
法
話
と
日
尚
上
人
に
よ
る
新
入

信
者
へ
の
「
三
和
合
の
口
唱
」
プ
リ

ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
階
和
室
に
て
「
水
源

の
自
然″
森
と
生
き
物
た
ち
〟」
に
つ
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昭
和
三
十
年
の
九
月
頃
で
し
た
。

父
の
造
園
業
を
継
い
で
一
生
懸
命
仕

事
を
し
、
休
み
の
日
は
お
寺
参
詣
、

部
長
の
ご
奉
公
を
さ
せ
て
頂
く
、
そ

ん
な
毎
日
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
ガ
ス
屋
さ
ん
が
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
の
交
換
に
来
て
、
仕
事
が
終
わ
っ

た
後
い
つ
も
の
よ
う
に
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と

突
然
「
私
も
安
藤
さ
ん
の
や
っ
て
い

る
信
心
が
し
た
い
」
と
言
い
だ
し
ま

し
た
。
そ
の
時
は
な
ぜ
だ
か
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
つ
も
私
が
、

仕
事
に
ご
奉
公
に
と
一
生
懸
命
に
さ

せ
て
頂
い
て
い
る
姿
を
見
て
い
た
か

ら
な
の
か
と
感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
、

す
ぐ
に
入
信
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

数
日
後
、
御
本
尊
を
お
供
し
て
ガ

ス
屋
さ
ん
の
家
に
行
っ
て
み
る
と
、

立
正
佼
成
会
の
人
達
が
五
、六
人
い

て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
違
う
信

仰
を
し
て
い
る
事
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
す
。
立
正
佼
成
会
の
人
は
、
信

心
は
仲
良
く
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な

い
か
と
、
代
わ
る
代
わ
る
言
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
普
段
物
静
か
な

ご
主
人
が
、「
い
や
、
私
は
本
門
佛

お
教
化
特
集 

初
め
て
の
教
化      

安
藤
照
志
師

立
宗
を
ど
う
し
て
も
し
た
い
か
ら
、

引
き
取
っ
て
下
さ
い
」
と
き
っ
ぱ
り

言
い
、
頑
と
し
て
変
わ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
程
、
信
の
強
い
人
な
の

だ
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。す
る
と
、

立
正
佼
成
会
の
人
達
は
す
ご
す
ご
と

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
教
務
さ
ん
に
御
本
尊
を

お
祀ま
つ

り
し
て
頂
き
、
御
看
経
が
終

わ
っ
た
時
、
私
は
「
こ
れ
で
よ
か
っ

た
」
と
晴
れ
晴
れ
と
し
ま
し
た
。
ガ

ス
屋
さ
ん
に
は
、
昔
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
主
人
は
福

島
の
田
舎
か
ら
東
京
に
出
て
き
て
苦

労
し
た
話
な
ど
も
聞
い
て
い
た
の

で
、
お
互
い
、
ご
信
心
の
繋つ
な

が
り
が

出
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。
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■
私
の
よ
ろ
こ
び

ど
ん
な
問
題
も

　
　
　
　
　

                     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
が
み
原
教
区　

Ｍ
さ
ん

て
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
勉
強
を
頑
張

り
、
自
分
で
も
交
通
安
全
に
気
を
つ

け
て
、
楽
し
い
高
校
生
活
を
お
く
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
受
験
す
る
人

の
た
め
に
ご
祈
願
を
か
け
さ
せ
て
も

ら
お
う
と
思
い
ま
す
。

高
校
生
活
を
お
く
ら
せ
て
も
ら
っ
て

ま
す
。
毎
日
、
母
さ
ん
に
お
弁
当
を

作
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
自
分
の
自
転

車
通
学
の
ご
祈
願
も
か
け
て
も
ら
っ

　

高
校
受
験
か
ら
約
５
カ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
受
験
の
時
に
は
、
教
区
の

方
々
が
ご
祈
願
を
か
け
て
下
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
受
験

前
は
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
お
参

り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

は
、
Ｓ
Ｓ
高
校
の
工
業
科
に
通
っ
て

い
ま
す
。
自
転
車
で
、
45
分
く
ら
い

で
通
学
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
の
間
に
中
間
、
期
末
考

査
そ
し
て
、
計
算
技
術
関
係
が
あ
り

ま
し
た
。
テ
ス
ト
で
は
、
中
学
校
で

と
っ
た
こ
と
の
な
い
点
数
を
と
っ
た

り
、
検
定
も
見
事
合
格
し
ま
し
た
。

　

友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
、
楽
し
い

■
私
の
よ
ろ
こ
び

受
験
の
経
験
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
教
区　

Ｋ
さ
ん

　

早
い
も
の
で
、
母
が
亡
く
な
っ
て

も
う
す
ぐ
１
年
に
な
り
ま
す
。
い
ま

だ
に
さ
み
し
い
気
持
ち
で
す
が
、
ご

回
向
や
お
看
経
な
ど
、
母
の
た
め
に

や
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と

思
う
と
、
あ
り
が
た
く
ご
宝
前
に
話

し
か
け
な
が
ら
、
毎
日
お
給
仕
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
生
前
か
ら
た
く
さ
ん

の
御
祈
願
、お
助
行
、ま
た
亡
く
な
っ

た
後
に
は
、
ご
回
向
を
し
て
い
た
だ

き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
家
で
ピ
ア
ノ
を
教
え

た
り
、
保
育
士
と
医
療
事
務
の
仕
事
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を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
母
が

亡
く
な
っ
て
か
ら
状
況
が
変
わ
り
、

今
ま
で
の
医
療
事
務
の
職
場
を
続
け

る
こ
と
が
難
し
く
、
ず
っ
と
ご
宝
前

に
最
良
の
お
計
ら
い
の
ご
祈
願
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
６
月
に
は
円
満
に

退
職
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、

そ
の
後
私
の
都
合
に
あ
っ
た
別
の
医

療
事
務
の
仕
事
が
な
か
な
か
決
ま
ら

な
い
ま
ま
７
月
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

丁
度
夏
期
参
詣
が
始
ま
っ
た
の

で
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
お
寺
参

詣
に
励
も
う
と
決
定
し
、
お
参
詣
し

始
め
た
ら
、思
い
が
け
ず
３
日
目
に
、

以
前
に
断
ら
れ
た
病
院
の
先
生
か

ら
「
ま
だ
お
仕
事
が
決
ま
っ
て
い
な

か
っ
た
ら
、ぜ
ひ
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」

大
学
で
尊
敬
す
る
先
生
の
セ
ミ
ナ
ー

に
入
り
た
い
と
希
望
し
て
い
ま
し
た

が
、
取
っ
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か

で
悩
ん
で
い
ま
し
た
。「
お
寺
参
詣

し
て
ご
祈
願
し
た
ら
！
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
た
と
こ
ろ
、
翌
日
さ
っ
そ

く
お
寺
に
お
参
詣
し
、
ご
祈
願
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
ら
、
数
日
後
発
表
が

あ
り
、
希
望
通
り
の
セ
ミ
ナ
ー
に
入

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

何
か
あ
っ
た
時
に
は
ま
ず
、
ご
宝

前
に
ご
祈
願
を
し
て
、
お
あ
ず
か
り

し
、
成
就
し
た
ら
、
お
礼
参
詣
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
事
が
身
に
付

け
て
い
る
よ
う
で
、
早
速
お
礼
参
詣

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
子

供
達
が
素
直
に
ご
信
心
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
感
じ
、
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

と
お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
病
院
は
私
の
家
か
ら
近
く
、
私

の
希
望
に
最
も
合
っ
て
い
る
職
場

だ
っ
た
の
で
、
強
く
お
計
ら
い
を
感

じ
、
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

決
め
ま
し
た
。

　

子
供
も
、
そ
の
様
子
を
見
て
い

て
、「
夏
期
参
詣
を
始
め
て
３
日
目

で
お
計
ら
い
を
い
た
だ
く
な
ん
て
早

い
ね
」と
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

勤
め
始
め
て
、
ま
だ
２
カ
月
位
で
す

が
、
と
て
も
働
き
や
す
い
病
院
で

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　

ピ
ア
ノ
、
保
育
士
、
医
療
事
務
の

３
つ
の
お
仕
事
を
す
る
中
で
、
で
き

る
だ
け
、
時
間
を
作
っ
て
お
寺
や
お

講
な
ど
お
参
詣
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
奉
公
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
又
、
息
子
の
涼
も
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主
人
の
年
回
法
要
を
機
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
沢
教
区　

Ｉ
さ
ん

　

Ｔ
さ
ん
宅
の
お
助
行
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
子
供
さ
ん
は
、
長
男
と

長
女
の
二
人
で
、
二
人
と
も
結
婚
し

て
い
ま
す
が
、
信
行
相
続
は
で
き
て

い
な
い
そ
う
で
す
。

　

Ｔ
さ
ん
は
毎
日
、
信
行
相
続
の
祈

願
を
し
て
い
ま
す
が
、
子
供
達
と
は

一
緒
に
住
ん
で
い
な
い
の
で
、
ご
信

心
の
話
は
な
か
な
か
で
き
な
い
そ
う

で
す
。
Ｔ
さ
ん
の
長
男
に
は
、
三
人

の
子
供
が
い
て
、
そ
の
次
男
に
も
子

供
が
い
る
の
で
、
Ｔ
さ
ん
か
ら
み
る

と
曾ひ
ま
ご孫
で
す
。
昨
年
、
Ｔ
家
の
年
回

を
自
宅
で
し
た
時
は
、
二
人
の
子
供

さ
ん
と
、
お
嫁
さ
ん
と
三
人
の
お
孫

さ
ん
が
参
詣
で
き
て
、
教
区
の
方
々

と
顔
見
知
り
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

来
年
は
、
御
主
人
の
年
回
が
控
え

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
家
族

全
員
が
お
寺
参
詣
で
き
る
よ
う
に
、

お
寺
で
さ
せ
て
頂
こ
う
と
願
っ
て
い

ま
す
。
子
供
や
孫
、そ
し
て
曾ひ

ま
ご孫
に
、

ご
信
心
を
伝
え
た
い
と
の
思
い
で

す
。

　
五
時
間
口
唱
会
で
の

　
　
法
鼓
の
ご
奉
公

　

朝
の
勤
行
で
の
法
鼓
の
ご
奉
公
は

約
45
分
で
す
が
、
実
際
に
言
上
な
ど

が
あ
る
た
め
休
み
休
み
と
な
り
ま

す
。

　

口
唱
会
で
の
持
ち
時
間
は
20
分
で

す
が
、連
続
の
た
め
結
構
疲
れ
ま
す
。

26
人
の
ご
奉
公
者
の
み
な
さ
ん
、
ご

苦
労
様
で
し
た
。
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